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百貨店の屋上に生息する
ササラダニ類について
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　1㌧本（1981・1983）は東京都内の白鷺1占の屋1のコ

ンクリートやタイルのすき問なとに4育しているコケ

（キンコケおよひヒメキンコケモトキ）とそのトのわ

すかな1舜のiの中から採套、された節足動物について旧

名した。その後，目本各地の都「bの白鍵沽やスーパー

マーケノトの渥．トて同様な調査を行なったのて，先に

図1　現在まてのところ犀ヒからのみ発見されて

　　　いるササラタニの一一秤，ノワイホタニ

　　Scπ伽θア敏sp
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報饗した東京都内ての負料をも含めて，ここにまとめ

て限継しておきたい。

　採莫広は，屋｝のコンクリートの隅やタイルのつき

目に象織した微1雪iの1一とそこに生育するコケをスプー

ンてすくい取り，研究室に持ち帰り，Tullgren装溜に

よって含有動物を分離抽難した。抽出された節足動物

図2 百貨店屋ヒのタイルのつき翻にたまった僅

かなi乏そこに4二育するコケ（渋谷・東急

欝貨店）
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表1　日本各地の都蒲の百貨店等の屋上から得られたササラダニ類
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のうち，今回はササラダニ類だけを取り上げ，種の同

定を行なった。

　調査Eiは，本レ幌：1981歪F　9月30日，イ虜台：1981年8

月21日，　新潟　：1981凌匹王0月16濤，　身ミ：京　：1980杢F二4月14

日（渋谷東急），1981年4月！4日（渋谷西武・銀座3

店），1981年6月11iヨ（新宿伊勢丹・爲本橋高島屋・

丸善），名古麗：1982年1月23E1，福瞬：1982年1月2

4日，鹿児島：1981年7月2日である。

　調査の結果は表！に示すとおりで，7都市19店から

9種252頭のササラダニ類が得られた。このうち，

もっとも艮｛現頻度が高かった種はクワガタダニであっ

た。本町はほぼ汎世界的に分布する種で，疑本におい

てもあらゆる環境に生息する適応編の広い種として知

られている。次に出現頻度が高かったのがサカモリコ

イタダニであり，この種は都会地の土壌中に多いダニ

である。モンツキダニとコンボゥオトヒメダニは出現

頻度は低いが，新潟市の越路会館で多数出現している。

コケや土の資料の量はまちまちであるので，意味のあ

る比較はしがたいが，以上の種が頻度や個体数の上か

ら薫貨店屋上という環境をもすみ場とするササラダニ

類の代表といってよいだろう。

　シワイボダエは東京都内の二つの蕎貨店からのみ得

られたものであるが，現在まで30年間にわたる鷺本列

島各地の土壌ダニの調査で未発見であったものであ

り，なぜ百貨店の屋上からのみ採集されたのか，極め

て興味ある資料となった。本種の種名は未確定である

が，その分類学的研究とともに，本種のすみ場所や生

態について今後調べていく必要がある。

　全般的傾向としては，古い建築でコンクリートなど

にひび割れが多く，したがってコケの着生が多い建物

にはササラダニ類が多く，逆に新しい建築で箆上に人

の往来がはげしいところではササラダニ類が少ない，

といえる。

　本調査で百貨店を対象にしたのは歴上に上りやすい

からであって，特に百貨店ということに意味はない。

他のビルディングの屋上であっても，調査すればササ

ラダニ類の生息が確認されるであろう。都会のビルの

罷上は生物の生息環境としては極めて厳しいところで

ある。夏の高温，冬の低温，日夜の温度較差の大きい

こと，強風，乾燥，雨水による水浸しなど，さまざま

な悪条件が重なる。このような環境にも，ある種の土

壌動物の生息が確認されたというのが，この報告の意

義である。

　なお，記すまでもないこととは思うが，ここに報告

したダエ類はすべて非吸血1性のものであり，人体には

全く害を及ぼさないものであることを付記しておく。

　殻後に，仙台・名古屋・福岡の資料を提供してくだ

さった本学当研究室の原田　洋助手に感謝したい。
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